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   ・景観計画の変更（素案）の概要 
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   ・今後のスケジュール 
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＜加藤会長＞ 

 皆さん、おはようございます。銀座線が

おくれまして、大変失礼いたしました。 

 明けましておめでとうございます。本年

もどうぞよろしくお願いいたします。 

 それでは、第14回墨田区景観審議会を開

催いたします。 

 まず初めに、事務局のほうから、委員の

出席状況をお知らせいただきたいと思いま

す。 

＜和田課長（都市計画課長）＞ 

 それでは、私のほうから報告させていた

だきます。また本年も、こちらこそどうぞ

よろしくお願いいたします。 

 それでは、委員の出席状況を報告いたし

ます。欠席のご連絡、村山委員、お一人い

ただいておりまして、委員総数９名に対し

て半数以上の委員さんがご出席されており

ますので、本審議会は成立しております。

どうぞよろしくお願いいたします。 

＜加藤会長＞ 

 ありがとうございます。 

 それでは、本日の進行につきまして、事

務局のほうからご説明いただきたいと思い

ます。 

＜和田課長（都市計画課長）＞ 

 まず、資料の確認でございますけれども、

郵送させていただいておりました次第と、

それから資料１、資料２でございますが、

本日、資料１、資料２につきまして、文言

を修正させていただいている関係上、当日

配布版ということで皆様の机の上に配布さ

せていただいております。説明の中で、こ

こを修正しましたということで説明させて

いただきたいと思ってございます。 

 それから、当日机上配布といたしまして、

そのほか資料３、住民説明会資料と書かれ

ているもの、それから亀沢地区の景観の考

え方、こちらが本日の資料となってござい

ます。 

 皆様、お手元にございますでしょうか。 

 それでは、本日の議事でございますけれ

ども、報告事項が１つでございまして、亀

沢地区景観まちづくりの取組状況について

でございます。 

 前回の第13回墨田区景観審議会におきま

して、情報提供ということでＡ３判１枚、

表裏でざっとご説明させていただいた内容

でございますけれども、これを本日、素案

という形でまとめさせていただきましたの

で、ご説明させていただきたいと思ってご

ざいます。 

 終了予定時間は12時、少し早目に終わる

かと思いますけれども、予定してございま

すので、どうぞよろしくお願いいたします。 

＜加藤会長＞ 

 ありがとうございました。 

 それでは、議事を進めさせていただきた

いと思います。 

 まず、議事の説明者のご承認を諮りたい

と思います。 

 説明者として、直井都市計画部長。和田

都市計画課長。 

 景観アドバイザーの吉田先生、村上先生

です。 

 以上ですけれども、ご承認いただけます

でしょうか。 

（承認） 

＜加藤会長＞ 

 ありがとうございます。 

第14回 墨田区景観審議会 

  平成29年1月13日（金）午前10時00分～ 
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 それでは、ご承認いただきましたので、

次第に沿って進めさせていただきたいと思

います。 

 それでは、事務局のほうから、まずご説

明をお願いいたします。 

＜和田課長（都市計画課長）＞ 

 それでは、資料が、多数あって大変申し

わけないんですけれども、本日机上配布い

たしました資料１、資料３を主に使わせて

いただきまして、ご説明させていただきま

す。 

＜加藤会長＞ 

 資料１と資料３ですね。 

＜和田課長（都市計画課長）＞ 

 はい。机上配布いたしました資料１がＡ

３の横になっています大きいもので、当日

配布版と書かれております。それから、資

料といたしまして、これが別冊版というこ

との扱いなんですけれども、Ａ３とＡ４の

冊子になっているもの、それから住民説明

会資料として資料３としてありますもの、

こちらも使わせていただきたいと思います。 

 先ほどお話ししたとおり、前回のときに

ざっとご説明させていただいておりますが、

わかりにくいかと思いますので、これまで

の経緯と、それからきょうご審議していた

だくことの位置づけをご説明させていただ

きたいと思います。 

 まず、今日の位置づけでございますけれ

ども、現在、亀沢地区を景観形成重点地区

に指定していきたいということで地域とお

話をさせていただいております。それに伴

いまして、墨田区景観計画の冊子の変更、

それから関連して、地区計画の変更をして

いきたいということで進めさせていただい

ているところです。 

 11月、12月に素案説明会を開催して意見

を聴取させていただきまして、その内容を

踏まえたものを素案として作成させていた

だいておりまして、２月にこの素案に今日

の審議会のご意見をいただいたものを踏ま

えた形で、原案を作成させていただきまし

て、２月にパブリックコメントを実施した

いと思ってございます。 

 そのパブリックコメントの前に、今日、

まず審議会でご意見をいただいて、パブリ

ックコメント資料を作成したいということ

で、本日ご審議いただくものでございます。 

 また、景観計画の変更につきましては、

今後、原案という形で景観審議会を３月末

に開いて、決定していただきたいと思って

ございまして、今日はその途中経過のご検

討をお願いしたいということでございます。 

 それでは、まず資料、これまでの亀沢地

区の取り組みの状況だとか景観形成重点地

区を指定する経緯につきましてご説明させ

ていただきたいので、資料３の最後のほう

にＡ３の資料がありますのでご覧ください。 

＜加藤会長＞ 

 資料の３ですね。 

＜和田課長（都市計画課長）＞ 

 はい。資料３の最後のほうに、Ａ３の資

料がついております。それの１枚目のとこ

ろ、亀沢地区の景観形成重点地区指定に伴

う『墨田区景観計画』の一部変更素案（修

正版）と書いてあるものをごらんいただき

たいと思います。 

＜加藤会長＞ 

 ③と書いてあるもの、一番最初のですね。 

＜和田課長（都市計画課長）＞ 

 はい。そのページの左側をごらんいただ

きたいと思います。 
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 もう皆様ご承知と思いますけれども、墨

田区景観計画を平成21年に策定いたしまし

て、これまで景観届出協議を行ってまいり

ました。 

 右側に図がございますけれども、この図

で特定区域だとか一般区域を決めましてや

ってきてございますけれども、亀沢地区に

つきましては、亀沢一丁目から四丁目まで

地区計画がかかってございまして、そうい

った中で、特定区域としては北斎通りの沿

道地区、それから大横川の沿川地区という

特定区域を設けてございましたが、あとは

南部地域の一般区域となっておりました。

地域の方々からは、景観計画策定当初から、

もう少し特徴のある景観を進めるべきだと

いうお話がございました。 

 それと、左下の２のところに書いてあり

ますけれども、すみだ北斎美術館がおかげ

さまで開館いたしているところですけれど

も、それに伴って、多くの来街者が見込ま

れるということで、店舗等の進出もあるだ

ろうということございます。 

 その中で、奇抜な店舗や、それからあと

特に屋外広告物ですけれども、氾濫するこ

とも予想されておりまして、地域としては

早くルールづくりをしていきたいというの

がございまして、亀沢地域にふさわしい景

観を誘導するような形で、亀沢地区の特徴

や魅力を生かした景観づくりに取り組むこ

とを目的にいたしまして、今回、景観形成

重点地区として指定していきたいというふ

うに考えてございます。 

 墨田区の景観計画の中で、景観形成重点

地区を指定するということが書かれてござ

いまして、それは地域の特徴のある景観形

成をしていくために、より詳細なものを決

めていくだとか、それから届け出の規模だ

とか、そういったものを一般的なことでは

なく決められますよというようなものを位

置づけてございまして、今回指定していき

たいということでございます。 

 方向性といたしましては、亀沢地区の景

観の特徴を生かすため、建てかえにあわせ

て景観づくりを図っていく。 

 それから、イとして、緑化、緑視効果の

高い緑化を推進していく。 

 ウとして、北斎通りを軸に地区全域をよ

り魅力ある景観へと誘導し、にぎわいに寄

与する景観形成を目指していくということ

でございます。 

 地域の取り組みとしては、亀沢地区の景

観の考え方を、地域の方々と景観ガイドラ

イン検討会を立ち上げ、検討してきました。

それらを検討する中で、景観の考え方を平

成25年にまとめてまいりました。 

 これを踏まえて、地域では地元組織によ

る運用をしていただいておりまして、北斎

通りまちづくりの会が中心となって、町会

さんも入って、亀沢地区建替え調整協議会

をつくっていただいておりまして、墨田区

の集合住宅条例、それから指導要綱で、一

定規模以上の建物について、地域の方にご

説明くださいというルールがあるんですけ

れども、そういったルールを活用されて、

今これを自主的に運用していただいている

という経過がございます。 

 また、岸委員はその建替え調整協議会の

中で主力となってやっていただいていると

いう経緯がございます。 

 そしてまた、本日はその作成までの経緯

も少しご説明させていただきたいと思いま

す。今のこの資料３の①、表紙から１枚め
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くっていただきたいと思います。 

 地区計画の素案を11月に説明会をさせて

いただいておりまして、１回目の意見を踏

まえて、２回目の説明会、12月の素案（修

正版）説明会というのをさせていただいて

おります。 

 それから、説明会のご案内につきまして

は、ポスティングだとか、地区外権利者に

も郵送させていただきまして、大体5,800

程度、通知をさせていただいております。

参加者状況ですが、当日出席していただい

た方が、11月では合計64名でございます。

また、そのときにご意見をいただいたもの

と、それから後日ファクスでご意見をいた

だいたものが３通ほどございました。 

 それから、12月の説明会につきましては、

合計27名の方。文書でのファクスによる意

見書はございませんでした。 

 そういったことで、きょうの素案になっ

てございます。 

 １枚めくっていただきますと、そのとき

のご意見・ご質問の概要が書かれてござい

ます。 

 １回目の11月の説明会ではご意見数が18

件、うち景観につきましては３件。関係す

るスケジュールについては１件ございまし

た。 

 まちづくりの方向性に関することとして、

観光地を目指すのか、また、住宅地を目指

すのか、具体的なイメージが見えないけれ

ども、落ち着いた雰囲気を守ってほしいと

のご意見がございました。 

 それから、景観計画に関することにつき

ましては３件ございました。ご自分の建物

が色彩基準の範囲外になると思われるので

心配であることとか、それから新たな規制

に対して区から助成金はないのか。それか

ら３つ目として、鉄道高架構造物のところ

について、高架構造物については緑化でき

ないので、高架構造物の壁と誤解を受ける

ような表現を修正してほしいというような

ご意見がございまして、景観計画の修正に

関するご意見はこの１つだけということで

ございます。 

 次、ページをめくっていただきまして、

スケジュールに関することがございまして、

急いでルール化をしてほしいというような

ご意見がございました。 

 それから、最後のページに、12月の素案

説明会のご意見を４件ほど載せさせていた

だいております。大きく意見が４件ござい

まして、うち景観のご意見は３件でござい

ました。 

 ほとんど地区計画に関する、ゲストハウ

スをやめてほしいというご意見が主でござ

いまして、これ１つになってございますけ

れども、ほとんどそのお話になってしまっ

たというような説明会でございました。 

 景観計画に関することにつきましては、

上のほうに戻っていただきまして、ＪＲの

高架擁壁があるけれども、周辺が暗い雰囲

気になっていると。何か考えたほうがよい

というご意見。 

 それから２つ目に、亀沢地区ではないん

ですけれども、錦糸町のほうにホテルがで

きまして、屋上に広告物があるんですけれ

ども、かなり派手な広告物になっておりま

して、亀沢地区にもできてしまうんですか

というご意見がございました。 

 それと、３つ目としては、景観で定めた

ルールは建築基準法の確認申請と連動して

取りまとめたらいいんじゃないのというご
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意見がございましたけれども、ほかの法律

によってやっていますとご回答させていた

だいております。ですので、今回の修正に

係るご意見はございませんでした。 

 これらのご意見を踏まえて、素案を作成

させていただいておりまして、亀沢地区の

景観計画重点地区の指定に当たりまして、

墨田区の景観計画を検討するという素案で

ございます。 

 景観計画の変更となりますので、この景

観計画、こちらのポイントできょうの資料

ができてございますので、ちょっと説明は

わかりにくいんですけれども、これの景観

計画の変更という形で資料のほうをつくら

せていただいております。 

 それでは、当日配布版資料１というのを

ごらんいただきたいと思います。こちらの

Ａ３でございます。 

 墨田区景観計画の変更となりますので、

この冊子の中のものを変更していくという

ことで、新旧対照で見られるように、左側

に旧、右側に新という形でつくらせていた

だいております。表紙に戻っていただきま

すと、変更箇所が、現在の景観計画のペー

ジ数が書かれてございまして、このページ

につきまして変更してまいります。 

 表紙をめくっていただきますと、景観計

画の４ページ目に景観区域全体の体系があ

るんですけれども、下のほうに、建築行為

の事前協議及び届出のところが、今、景観

形成重点地区の記載がないので、右側、新

と書いてありますほう、赤い文字がいろい

ろ書いてあって大変わかりにくいんですけ

れども、右側の下のところの４．建築行為

等の事前協議及び届出のところに、赤字で

「景観形成重点地区は、別冊参照」という

ことで書かせていただきまして、その別冊

が資料２ということでありますが、また後

で説明させていただきます。 

 同じように、次の５ページ、１枚めくっ

ていただきますと、旧Ｐ５、同じように左

側のところに、左の上の枠のところに、こ

れは太字で囲ってありますけれども、景観

形成重点地区の指定がないんですが、右側

に、指定いたしますので、景観形成重点地

区として亀沢地区の方針・基準を定めます

ということにしております。 

 また、次にめくっていただきますと、22

ページのところに景観形成重点地区の位置

づけが書いてあるページがございまして、

ここのところで今、左側のところに、景観

形成重点地区、「（現在指定はありません。）」

というものを消させていただくということ

でございます。 

 次、またページをめくっていただきます

と、23ページという部分ですが、ここが景

観形成重点地区の位置づけでございます。 

 景観形成重点地区として新たな景観形成

が求められる地区ということで書いてござ

いますが、（３）の２段落目でございます

けれども、亀沢地区が抜けてございますの

で、亀沢地区を追記させていただいており

ます。 

 それから、下のほうですけれども、左ペ

ージの下に、景観形成重点地区候補地とい

うことで、北斎通りまちづくりの会活動区

域と書いていましたけれども、今回候補地

から外れますので、削除させていただくと

いうことでございます。 

 次に、景観計画24ページに区域図がござ

いますが、先ほどお話ししたとおり、景観

形成重点地区として亀沢地区を指定してま
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いりますので、右側に新ということで、Ｐ

24ページでございます。 

 これまで亀沢地区はコミュニティ景観軸

等ございましたが、それの中に景観形成基

準を入れさせていただいてございます。 

 また、25ページ、資料が大きいものです

から、旧で１ページ使ってございます。一

番下のところに、景観形成重点地区の記載

がなかったんですけれども、次ページをめ

くっていただきまして、新25ページと書い

ているところの下のほうに、景観形成重点

地区、亀沢地区、区域としては亀沢一から

四丁目の区域、それから方針・基準とか細

かいものについては、別冊参照ということ

で、この資料２です。 

 こういう形でうたっていまして、72ペー

ジについても、景観重点地区の亀沢地区を

ここに入れるのと、次のページ、73ページ

も入れさせていただいております。 

 それから次に、Ｐ81と書かれているとこ

ろですけれども、ここは屋外広告物の表示

の制限というところの項目でございますけ

れども、屋外広告物につきましては、今回、

亀沢地区に屋外広告物に関するガイドライ

ンを定めるということを考えてございまし

て、景観形成重点地区においては、屋外広

告物に関するガイドラインを定め誘導を行

いますとしています。詳しくは後ほど説明

いたしますけれども、資料２の33ページか

ら掲載させていただいておりまして、その

前出しをさせていただいているということ

でございます。 

 それから、84ページも届出対象が景観形

成重点地区として変わりますので、つけ加

えさせていただいておりまして、細かいこ

とは別冊参照とさせていただきます。 

 それから、89ページでございますけれど

も、景観形成重点地区の記載がなかったも

のですから、入れさせていただいておりま

す。 

 それから、89ページの新のところですけ

れども、送付資料のところで、今右側の赤

字で書かれている、２.景観形成重点地区、

【建築物】全ての建築物と書かれているた

だし書きのところが、ちょっとわかりにく

い表現で、間違えたところがございまして、

これを送らせていただいたところから修正

させていただいている内容でございます。

申しわけございませんでした。 

 それから、91ページにつきましては、こ

の中で景観形成重点地区が入ってございま

したので、書いてございますということで、

景観計画の修正をさせていただき、こうい

う形で提示させていただきたいと考えてご

ざいます。 

 続きまして、別冊資料２のほうをご説明

させていただきたいと思います。 

 今お話しいたしました、亀沢地区を景観

形成重点地区として指定することによりま

して、別冊に、素案を全てこちらのほうに

集約させていただきたいというふうに考え

てございまして、この景観計画を変更し、

この別冊で今後運用していきたいというふ

うに考えてございます。 

 それでは、表紙をめくっていただきたい

と思います。 

 目次をごらんください。構成といたしま

しては、景観形成重点地区の指定の背景、

それから２つ目に景観まちづくりの目標、

それから３つ目に景観形成重点地区と書い

てありますけれども、ここで対象区域だと

かエリアのお話をさせていただいておりま
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す。４つ目に景観形成方針と景観形成基準

ということで細かい基準を設けてございま

して、それぞれ建築物、それから工作物、

開発行為につきまして書いてございます。

５つ目に色彩基準を示しまして、６つ目に

建築行為等の事前協議及び届出についての

記述、それから７つ目に屋外広告物に関す

る景観ガイドラインという形で構成させて

いただいております。 

 それでは、目次をさらにめくっていきた

いと思います。 

 １つ目に景観形成重点地区指定の背景と

いうことで、亀沢地区のまちの成り立ちと

景観特性ということで示させていただいて

おります。 

 亀沢地区の成り立ちといたしましては、

江戸のまちの骨格を現在に受け継いでいる

地区であること。 

 それから、②として歴史的・文化的な人

物を育んだ地区ということで、皆様ご承知

でございますけれども、葛飾北斎が亀沢で

生まれたこととか、かなりの著名人がこち

らで、江戸時代、明治時代の文人がお住ま

いになったり、こちらで活躍されたという

ふうな地域であるということでございます。 

 それから、３つ目としてものづくりのま

ちとして成長してきた地区ということで、

メリヤスとか、それから鉄鋼のまちとして

栄えてきたということがございます。 

 次、２ページ目にまいりまして、江戸か

ら受継ぐ日本文化の情報発信を行う地域に

ふさわしいまちを目指していこうというこ

とでございます。 

 こういうことを踏まえて、３ページ目に、

２．景観まちづくりの目標ということで、

３つの目標を掲げさせていただいておりま

す。 

 目標１として“粋なまち”。洗練されす

っきりとしたデザイン性の高い良好な景観

形成を目指していくということでございま

す。 

 目標２として“賑わいと潤いのあるまち”

といたしまして、北斎通りを軸とした賑わ

いのあるまち、緑化推進による潤いのまち

を目指しますということでございます。 

 ここの説明の記述の中に、段落の下から

３行目ですけれども、「また、壁面後退部

分」のところですけれども、事前にお配り

させていただいたところには「区域」と書

いてあったんですけれども、ちょっと区域

は大きいので「部分」ということで今回修

正させていただいています。この資料で修

正させていただいています。 

 それから、目標３といたしまして“つな

がるまち”。地域のまちづくりと連携し、

地元と区が協働して取り組むことを目指し

ますということでございます。 

 景観形成基準の中に「ふれあい処」とい

う言葉が入ってくるんですけれども、地域

の中の方々がつながるということとか、外

から来た方がつながるということで、人と

人がつながるようなまちを目指したいとい

うことで、そういった人が集えたり、憩い

ができるような場所をつくっていきたいと

いうことで「ふれあい処」ということで、

ここで位置づけさせていただきまして、景

観形成基準の中に言葉が散りばめてござい

ます。 

 次に、４ページをお開きください。 

 今回、景観形成重点地区を指定してまい

りますけれども、対象区域といたしまして

は、先ほど申し上げたとおり亀沢一丁目か
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ら四丁目の区域。この区域をそれぞれ景観

の特性、それから景観構造から５つのエリ

アに分けさせていただいております。 

 １つ目としては北斎通り沿道エリア、２

つ目に大横川親水公園沿川エリア、３つ目

に幹線道路沿道エリアということで、清澄

通り、三ツ目通りの沿道を指定してござい

ます。それから一般生活道路沿道エリアと

いうことで、ＪＲ高架エリア、１、２、３、

５つのエリア以外のところを指定したいと

いうことでございます。それから５つ目に

ＪＲの高架下というところでございます。

その図が下のところに書いてございます。

こういったエリアになってございます。 

 送付させていただいた資料に加えたとこ

ろがございまして、その上に※印で「複数

のエリアが重なる場合は、それぞれの景観

形成方針、基準を踏まえた景観形成を行

う。」ということを、こちらで送付させて

いただいた資料に追記して修正したところ

でございます。 

 それでは、５ページ目からは景観形成方

針と、それから景観形成基準を、まず建築

物につきましてエリア別に書かせていただ

いております。 

 ６ページをごらんください。 

 ここから北斎通り沿道エリアのところへ

入っていくんですけれども、各エリアごと

に景観特性、それから景観形成方針、景観

形成基準をまず示させていただいておりま

して、こうした構成になっております。 

 北斎通り沿道エリアにつきましては、今

までも特定区域ということで、特定方針、

それから景観形成基準を設けさせていただ

いておりましたけれども、今回、重点地区

にいたしまして、修正したところを中心に

ご説明させていただきたいと思います。 

 まず、景観特性ですけれども、亀沢地区

のほぼ中央に位置しております。今回は清

澄通りから大横川親水公園までということ

で、北斎通り沿道エリアとして、この通り

は平成６年に電線類地中化をいたしまして、

幅員20メートル道路が整備されており、都

内でも珍しく早く電線地中化ということで

ございます。歩道幅も４メートル以上あり

まして、ガードレールがなく、ちょっと広

がった、墨田区の中では大きな道路という

こともございまして、空が見えるような地

域道路になってございます。 

 また、街路樹は高さ10メートルのクスノ

キが連続して植えてあるんですけれども、

その下の中木については、北斎通りを整備

する際に、町会さんにいろいろとご意見を

伺って、春・夏・秋・冬みたいな形で、町

会ごとに花が咲く街路樹を植えていったと

いうふうに聞いてございまして、そこでコ

ブシ、ハナミズキというようなものが植え

られているということでございます。 

 それで、丸の２つ目ですけれども、もと

もと鉄鋼や莫大小（メリヤス）の工場、事

務所があったということでございますけれ

ども、工場が移転されたことで、マンショ

ンに建てかわったところがふえているとい

うことでございます。 

 地区計画がかかってございますので、高

さ制限がございまして、スカイラインが整

った街並みになっているということでござ

います。 

 景観形成方針ですけれども、そういった

特性を踏まえて、北斎通りには、洗練され

たすっきりとしたデザイン性の高い建築物

を誘導し、粋と品格とを備えた街並みを目
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指していきたいということですとか、それ

から２つ目に、低層部はショーウィンドウ

の設置や開放的な店舗の演出など、明るく、

活気があり、賑わいの感じられる空間を形

成していきたいということでございます。 

 お配りしたものと変わっているところが

ございますけれども、５つ目の方針ですけ

れども、「神社仏閣には」と書いてあった

んですけれども、ここにある神社仏閣が野

見宿禰神社ということだけだったので、こ

こを「神社仏閣」から「野見宿禰神社」と

いうことで書かせていただいて、郵送した

ものから修正したものでございます。近代

建築とネットワーク化することで、歴史・

文化性を持った軸として個性ある景観形成

を図っていきたいということでございます。 

 次に、建築物の景観形成基準でございま

すが、景観形成基準につきましては、景観

計画と同様、配置、高さ・規模というよう

な形で、大きく７項目にいたしまして、そ

れぞれ景観形成基準を示してございます。 

 配置につきましては、ほとんど全てが特

定区域と同じものでございますけれども、

配置の６ページの２つ目の四角ですけれど

も、送付させていただきました中の表現で

は「北斎通りとその他の景観軸」と書かせ

ていただいたんですけれども、その他の景

観軸ではなく、今回は「交差する」という

ことで修正させていただいておりまして、

「北斎通りと交差するまちかどや辻では」

ということで書かせていただいております。

ここは修正しております。 

 続きまして、７ページ目の高さ・規模で

すけれども、こちらの上３つ目につきまし

ては、特定区域の部分と同じものでござい

ますが、特定区域のところでは２つ目の四

角ですけれども、北斎通りやその他地区内

の主要な「眺望点」と書かせていただいて

おりまして、送付した資料にも「眺望点」

となっているんですけれども、景観計画で

は眺望点というたくさん言葉を使っている

んですけれども、今回は箇所ということで、

眺望点はたくさんないんじゃないかという

ところもございまして、「主要な箇所から

の見え方に配慮する」という表現に変えさ

せていただいております。 

 新たに、４つ目が今回つけ加えさせてい

ただいておりますが、建物の間口が大きい

場合は、単調な外観になることを避け、圧

迫感を与えないよう配慮するということで

ございます。 

 形態・意匠のところについては、２つ目

については、今までの旧の景観計画同様で

ございます。 

 ３つ目に新たにつけ加えました。建物の

１階の用途が店舗・事務所等の場合は、内

外の活動やディスプレイが相互に見えるよ

う工夫し、可能なかぎり屋内外の一体性や

連続性を持つよう配慮するということです。 

 ４つ目は、今までと同様、旧景観計画と

同じです。 

 それから、最後の２つが新たにつけ加え

た項目になります。 

 亀沢地区が「鉄鋼」と「莫大小（メリヤ

ス）」のものづくりのまちであること、並

びに北斎生誕の地であることなどを伝えら

れるように工夫していこうということです。 

 それから、最後に、北斎通り沿いの建物

にシャッターを設置する場合は、リングシ

ャッターとする。閉じた場合も内部のディ

スプレイが見えるように配慮するというふ

うにつけ加えてございます。 
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 郵送させていただいたものについては、

この「シャッターとする」と「閉じた場合

も」というところの部分をわかりやすい表

現に今回修正させていただいております。 

 次に、８ページでございます。 

 形態・意匠ですけれども、この３つは今

までと同じものでございます。 

 郵送させていただいた資料ですけれども、

右側に形態・意匠の写真がございますが、

ちょっと説明文が上下逆転しておりまして、

申しわけございません。間違えていました

ので、ここで修正させていただきます。 

 それから４つ目に、色彩・素材というと

ころで、これは同じものでございますが、

後ほどご説明しますが、色彩基準について

も今回書かせていただきます。 

 公開空地・外構につきましては、上３つ

目が特定区域とほとんど、旧特定と同じな

んですけれども、丸ポツ２つ目に少し、歩

行者が快適に憩える空間となるよう工夫す

るということは今までも書いてあったんで

すが、もう少し具体的に書かせていただい

ておりまして、「公開空地、オープンスペ

ースおよび「ふれあい処」では」というこ

とで「ユニバーサルデザインに配慮すると

ともに、ベンチ・緑陰を配置するなど」と

いう言葉をつけ加えております。 

 それから、最後のほうの４つ目、５つ目

も新たにつけ加えてございまして、壁面後

退部分についてのしつらえについて位置づ

けてございます。 

 郵送させていただいたものが、「壁面後

退区域」と書かれておりましたが、「部分」

ということで文言を修正しておりますが、

壁面後退部分の隣地境界には、塀等の工作

物を設置しないようにする。 

 それと最後に、壁面後退部分には、自販

機は設置しない。なお、敷地内に自販機を

設置する場合は、壁面後退部分外に設置し、

建物や街並みに合わせた色彩やデザインと

するということをここで記載してございま

す。 

 ９ページに参ります。 

 緑化の項目では、ここも、１つ目は特定

区域のものと同じような内容なんですけれ

ども、少し詳細に書かせていただいており

ます。 

 「敷地内はできる限り中木・高木を中心

とした緑化を図り」ということで、ここを

加えさせていただいて、特定区域の基準に

加えてございます。 

 それから、２つ目ですけれども、壁面後

退部分のところを明確にするということを

書かせていただいておりまして、「部分」

ということで変えさせていただいておりま

す。 

 それから、３つ目ですけれども、これも

特定区域に、歩行者空間を確保するための

ものが書いてあったんですけれども、少し

表現を変えさせていただいておりまして

「通行を妨げないよう枝下高さに配慮した

高木を中心とした緑化を図る」ということ

で書かせていただいております。ここの部

分は郵送させたものと表現を修正し、わか

りやすいような表現にさせていただいてい

ます。 

 ４つ目につきましては、特定区域の旧基

準と同じです。 

 最後のところが、沿道宅地内は、街路樹

を参考にし、季節感のある植物を植えるよ

う緑化を考えるということでございます。

郵送させていただいたものについては、こ
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の景観形成基準のところに、２項目、実は

書かせていただいたんですが、まとめさせ

ていただいて、２項目をまとめて、この２

行に修正させていただいております。 

 ７つ目の照明でございますが、こちらは

２つ目のところを追加させていただいてい

ます。マンションの共用廊下が北斎通りに

面する場合は、照明器具はできるだけ見え

ないよう工夫するということでつけ加えさ

せていただいております。 

 そういう形で各エリアに説明をつけ加え

ておりまして、大分長くなるので省かせて

いただきたいんですけれども、10ページか

らは大横川沿川エリアとなってございまし

て、それぞれ景観特性、景観形成方針、景

観形成基準を設けさせていただいておりま

す。 

 机上配布させていただいているところと、

それから郵送から修正させていただいてい

るところは、景観特性のところの文言を修

正させていただいてございます。 

 それから、景観形成方針については、３

を削除させていただいておりまして、その

分、３から以下が項目を上げさせていただ

いて、内容をほかのところに加えさせてい

ただいております。ここでも、やはり景観

形成方針の３のところでは「ふれあい処」

という言葉を入れさせていただきながら、

今までの特定区域から加えさせていただい

ているということでございます。 

 それぞれ景観形成基準につきましても、

亀沢地区を反映するような内容にしていた

だいております。 

 特に11ページの形態・意匠のところの３

つ目でございますけれども、北斎通りと同

じような表現でございますが、「建物の１

階の用途が店舗・事務所等の場合」は「相

互に見えるように工夫」し、「屋内外の一

体性を持つように配慮する」ということを

つけ加えさせていただいています。 

 それから、その形態・意匠の最後の２項

目めも同じようにつけ加えさせていただき

ました。北斎通り沿道エリアと同じような

表現を加えさせていただいています、 

 12ページに行きますが、12ページも色

彩・素材のところについては、「色彩・素

材は、「５．色彩基準」に適合するととも

に」というようなことで、ここも変更にな

ってございますが、つけ加えたのが、「大

横川親水公園の緑を大事にするような色彩

を基本とし」という言葉をつけ加えさせて

いただいています。 

 公開空地・外構について。２つ目のとこ

ろから「ふれあい処」の部分、それから壁

面後退部分とか、壁面後退部分の自販機の

部分をつけ加えてございます。 

 13ページの緑化ですけれども、２項目め

に壁面後退部分のところを加えているとい

うこと。それから４つ目に、季節感のある

植物を植えるように配慮するということを

つけ加えてございます。 

 郵送させていただいたものについては、

１つ項目が、４つ目のところにありまして、

５つ目が季節感のある植物を植えるとなっ

ていたんですが、内容をほかのところに加

えさせていただきまして、整理させていた

だいております。 

 また、照明につきましては、２つ目の項

目をつけ加えてございまして、大横川親水

公園の夜の雰囲気を演出するために、マン

ションの共用廊下が大横川親水公園に面す

る場合は、照明器具をできるだけ見えない
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ように工夫するということをつけ加えてご

ざいます。 

 続きまして、14ページ、幹線道路沿道エ

リアでございます。 

 ここは、今までは一般区域、南部地域と

いうことでしたので、景観特性も一般的な

ことしか書いてございませんでしたが、地

域の部分をつけ加えてございます。新たに

この景観特性、景観形成方針を掲げている

ものございます。 

 景観形成基準の中の高さ・規模です。景

観形成基準は今まで南部地域にございまし

たけれども、高さ・規模のところで「北斎

通りや大横川親水公園やその他地区内の主

要な箇所」という言葉をつけ加えてござい

ます。 

 形態・意匠の中では、２つ目ですけれど

も、ほかのエリアと同じですけれども、こ

の２番目、３番目を２項目つけ加えてござ

います。 

 それから、色彩・素材につきましても、

２項目めをつけ加えてございます。 

 それから、ページをめくっていただいて1

6ページ目、公開空地・外構ですけれども、

ここは１つ目、２つ目、それから３つ目も

少し、「ふれあい処」を加えながらつけ加

えてございます。 

 それから、４つ目は今までと同じもので

ございますけれども、５つ目、６つ目に壁

面後退部分のところをつけ加えてございま

す。 

 緑化につきましては、２項目めの「季節

感ある樹種を選定し」という言葉をつけ加

えてございます。 

 ３つ目の部分は「壁面後退した部分」と

いうことで、新たにつけ加えてございまし

て、幹線道路の「１階の壁面後退した部分

は、歩道と一体となったみどり豊かな歩行

者空間の確保を目指す」としております。 

 照明については、２つ目の項目、「幹線

道路と北斎通りが交差する部分で亀沢地区

の玄関となる場所は、夜の賑わいを演出す

るライトアップを行うなど、周辺状況に応

じた夜間の景観に配慮する」ということで、

文言を追記させていただいています。 

 17ページは、一般生活道路沿道エリアの

部分です。 

 ここも同じ、今までは旧一般区域の地域

でありましたので、景観特性、景観形成方

針をつけ加えさせていただいています。 

 地域の特徴といたしましては、碁盤目状

の生活道路が構成されていて、それに合わ

せてまちの景観構想があるということでご

ざいますので、そういったところを主力に

景観形成を図っていきたいと考えておりま

す。 

 その中で、景観形成方針の１項目めに書

いてございますが、門塀のない下町の住宅、

落ち着いた雰囲気のマンション、生業の場

としての町工場や店舗等、多様な市街地の

特性にあわせた景観形成を図っていきたい

と。 

 ２つ目に、江戸時代に整った歴史ある碁

盤目状の道路パターンを活かし、建築物の

高さや色彩等が整った街並みの形成を図り

ますということで書いてございます。 

 ５つ目に「ふれあい処」、それから６つ

目に緑化の推進ということで書かせていた

だいています。 

 18ページから景観形成基準ですけれども、

一般沿道エリアにつきましても、高さ・規

模の３つ目のところに、主要な箇所のとこ
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ろに、北斎通り、大横川親水公園とか、す

みだ北斎美術館などのことを触れさせてい

ただいています。 

 形態・意匠につきましては、２、３、４

番目が追記してございます。ほかのエリア

と同じようなことで、今回追記してござい

ます。 

 それから、19ページ目ですけれども、色

彩・素材は変わってございません。 

 公開空地・外構ですけれども、２つ目の

項目のところに「ふれあい処」ということ、

同じように、ほかのエリアと同じですけれ

ども、ベンチ・緑陰を配置するということ

を加えてございます。 

 それから４つ目、５つ目ですけれども、

同じように壁面後退部分というのを書かせ

ていただいたところです。 

 緑化につきましては、同じように、２項

目めに季節感のある樹種、それから３つ目

に壁面後退部分に緑視効果の高い緑化を行

い、潤いのある空間形成を図るということ

で書いてございます。 

 郵送させていただいたものは４つ目がご

ざいましたけれども、これも整理させてい

ただいて、削除させていただいております。 

 照明は変わっておりません。 

 20ページ目でございますが、ＪＲの高架

エリアについても、今までは一般、南部地

域でしたけれども、特性を書かせていただ

いて、方針を掲げて、景観形成基準がござ

います。 

 特性としましては、ＪＲ高架下は、碁盤

目状に形成された亀沢地区の南端に位置し、

東西に長い構築物としてランドマークにな

っているということ。 

 ２つ目に、高架下には、店舗、事務所な

どありますけれども、高さ５メートルの外

壁もあって、ちょっと無機質な表情の景観

となっているということが特徴になってご

ざいます。 

 景観形成の方針としては、ＪＲ高架が魅

力的なランドマークとなるような景観形成

を目指していきたいということ。 

 それから２つ目に、様々な用途に活用さ

れていますけれども、色彩の統一感など、

緑化をしていきながら、にぎわいと潤いの

ある魅力的な通りを目指していきたいとい

うことを書かせていただいております。 

 景観形成基準に移りますが、配置の中で

は、３つ目に「ＪＲ高架の周辺に」という

言葉を入れさせていただいております。郵

送させていただいた中には、３つ目のとこ

ろで表現を修正させていただいてございま

す。 

 それから、高さ・規模につきましては、

２項目目と同じように、北斎通り、大横川

親水公園、北斎美術館の言葉を入れさせて

いただいております。 

 21ページの形態・意匠では、２つ目、３

つ目、４つ目をつけ加えさせていただいて

おります。 

 ２つ目の項目のところですが、「低層部」

という表現を修正させていただいておりま

す。 

 それから、最後の形態・意匠のところで

すけれども、屋外階段を設置する場合はと

いうことで、一般的な今までの表現をその

まま入れていましたので、高架下というこ

とで、高架下って大体１層か２層なのに、

屋外階段を設置するということはあり得な

いので、ここのところは表記を修正させて

いただいておりまして、屋外階段を設置す



第 14 回 墨田区景観審議会 議事録                       平成 29 年１月 13 日 

る場合はということで表現を修正させてい

ただいております。 

 色彩・素材につきましては、２行目です

けれども、にぎわいや魅力ある通りとなる

ようということで追記させていただいてお

ります。 

 公開空地・外構については、２つ目、３

つ目、４つ目を追記させていただいており

ます。「ふれあい処」、壁面後退部分の記

述をしてございます。 

 22ページに入りますと、こちらについて

は、壁面後退部分のところをつけ加えさせ

ていただきました。２つ目に、季節感のあ

る植物を植えるということをつけ加えてご

ざいます。 

 それから、照明についてですけれども、

２行目からですね、ネオン管など光源が露

出したものや光源が点滅するような照明は

避けるということを今までの一般区域から

追記してございます。 

 それから、23ページには工作物のエリア

共通の部分のものでございます。 

 景観特性、景観形成方針については、建

築物を準用するということでございます。 

 今までと変わっていますのは、北斎通り

だとか大横川親水公園というような言葉を

散りばめているということでございます。 

 また、開発行為につきましても、景観特

性、景観形成方針は建築物のところを参照

していただき、景観形成基準については今

までと同様でございますが、土地利用のと

ころの最後の四角ですけれども、建築物の

敷地面積の最低限度の面積ですけれども、

これは地区計画に合わせ100平米というこ

とで、ここが変更してございます。 

 続きまして、24ページから色彩基準でご

ざいます。 

 今回、色彩基準につきましては、亀沢地

区の一部地域が今まで歴史文化景観保全と

いうことになってございまして、色彩基準

の一部、屋根色だとかそういったことで、

少し厳しくなったものがございます。今回、

重点地区になることにより、今まで亀沢一

丁目一部地域に入ったものを全域に加えて、

全域に景観形成基準を加えていくというふ

うに変更してございます。 

 ただ、②の建築物の高さ15メートル未満

かつ延べ面積500平米未満については、今回、

重点地区にすることによって、新たに届け

出を課すものでございまして、これについ

ては小さい建物もございますので、明度を

２ポイント緩和したいという景観形成基準

でございます。 

 そのことに関わりまして、説明させてい

ただきます。まず24ページ、25ページにつ

いては、①の建築物の高さ15メートル以上

または延べ面積500平米以上ということで、

これは歴史・文化景観拠点同様の内容にな

ってございます。 

 26ページをおあけください。 

 これが新たに課すものでございますけれ

ども、歴史・文化景観拠点の色彩基準から

明度を２ポイント下げてございまして、右

側のところの赤く枠を書かれているところ

が、今までの基本色の中で２ポイント色彩

の範囲を緩和しているところでございます。

強調色、アクセント色の明度は同様でござ

います。 

 28ページは、建築物の高さ60メートル以

上または延べ面積３万平米以上でございま

して、これは①と同様でございまして、歴

史・文化景観拠点と同じでございます。 
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 それから、30ページでございますが、東

京都による事前協議対象となる建築物とい

うことで、東京都のほうで色彩基準を決め

てございますので、基本色、強調色、アク

セント色はこれまでと同様でございます。

今回、歴史・文化景観拠点に屋根色という

ものがございますので、屋根色が発生した

分は基準を加えさせていただいてございま

す。 

 これが色彩基準の変更でございます。 

 32ページには、建築行為等の事前協議及

び届出の部分を書かせていただいてござい

ます。 

 事前協議につきましては、これまでと同

様でございます。 

 届出対象行為の規模ですけれども、下の

四角３つ目の下の表でございます。建築物

を変更してございます。 

 これまでは、15メートル以上または500

平米以上の建築物について届出を課してい

たんですけれども、今後は全ての建築物と

させていただくということでございます。

ただ、対象行為といたしましては、建築物

の新築、増築、改築若しくは移転、外観を

変更することとなる修繕若しくは模様替え

又は色彩の変更となるんですけれども、小

さい建物について、外壁の変更だけの場合

に課すのはなかなか厳しいものですから、

北斎通り沿道以外につきましては、基本色

だけで色彩の変更をする場合については届

出を課さないということでいきたいという

ことで、ちょっとこのただし書きのところ

の１、２、３も読みにくいんですけれども、

全てに該当する場合は対象外とするという

意味で、北斎通り沿道以外につきましては、

届出不要な建築物もあるということです。 

 また、工作物、開発行為についても、今

までと同じで、変更なしでございます。 

 33ページからですけれども、今回新たに

屋外広告物に関する景観ガイドラインを位

置づけまして、方針のところに書いてござ

いますが、地区計画で屋外広告物の届出が

必要ですので、その際に適正な誘導を行う

ため、このガイドラインを決めていきたい

というふうに考えてございます。 

 対象とする広告物については、屋外広告

物法第２条第１項によるものでございます

けれども、それと地区計画の届出の対象と

なるものでございます。 

 ガイドラインの構成といたしましては、

大きく形状と内容に分けてございまして、

形状では、屋上広告物、突出広告物、壁面

広告物、地上設置広告物について位置づけ

てございます。また、内容は４項目、情報、

素材、照明、色彩ということで位置づけて

ございます。 

 それでは、34ページからですが、形状に

ついてのガイドラインでございます。 

 屋上広告物については、設置数を抑えて

いきたいとか、２つ目にスカイラインを意

識するよう周囲の建物等から極端に突出し

ないようにするだとか、屋上からの高さは

３メートル以下にしてほしいとか、あと建

物と一体的なデザインにしてほしいという

ことでございます。 

 突出広告物については、設置数を抑えて

くださいとか、壁面と一体となるよう配置

してくださいということです。 

 それから、35ページのほうですけれども、

壁面広告物についても設置数を抑えてほし

いと、壁面の一部をデザインするようにし

てほしいということです。 
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 あと地上設置広告物についても、歩行者

空間の確保をもって、歩行者に圧迫感のな

いように設置してほしいということをガイ

ドラインで示しておきたいと思ってござい

ます。 

 36ページからは内容になってございます。 

 情報につきましても、情報量を必要最小

限にしたデザインでということで、自家用

広告物に限るということで、地区計画の中

に書かせていただいてございます。２つ目

に、文字情報のデザインをしてほしい、図

のデザイン、スピーカーを備えた屋外広告

物はしないでほしいということで書いてご

ざいます。 

 素材については、落ち着きのある素材と

いうことで、反射するもの、きらびやかな

ものはやめてほしいということでございま

す。また、耐久性のある素材を使ってほし

いということです。 

 それから、37ページに行きますが、照明

については、周辺環境に調和した照明計画

にしてほしいということと、それから地域

の特性に応じた照明計画で、デジタルサイ

ネージなどは設置しないということで、自

家用広告物で５平米以下のものはこの限り

ではないということで、地区計画に合わせ

て位置づけていく予定でございます。 

 それから、色彩につきましては、これは

ちょっと推奨するようになりますが、１つ

目に、建物壁面に使用されている色との調

和をお願いするということと、それから推

奨の基調色を積極的に採用してほしいとい

うことで、ガイドラインで誘導していきた

いと思ってございますが、「地」と「図」

を合わせて、推奨色以外を使用する場合は

３分の１以下にしてほしいということでし

ていきたいと考えてございます。 

 ちょっと長くなりましたけれども、景観

計画の変更については以上でございます。 

 今後のスケジュールでございますけれど

も、先ほどちょっとお話しさせていただき

ましたが、今後、２月にパブリックコメン

トをいたしまして、３月にそのパブリック

コメントを踏まえた案を作成いたしまして、

景観審議会へ諮問させていただきます。 

 住民説明会資料３の最後のページをごら

んいただくと、今後のスケジュールという

ものがございます。これをごらんいただき

たいと思います。 

 11月、12月に素案説明会をいたしまして、

今日の景観審議会を開催させていただいて

おります。２月にパブリックコメントを実

施予定でして、今日のご意見を踏まえて案

を作成させていただきまして、１カ月間パ

ブリックコメント、３月末あたりに景観審

議会を開かせていただいて、都市計画審議

会の意見聴取をしなければならないと景観

法で位置づけてございますので、都市計画

審議会に意見聴取いたしまして、それから

６月に景観計画の変更を決定し、条例の改

正を９月に考えてございます。そういった

一連の手続をしていきたいと思ってござい

ます。これにあわせて地区計画のほうも変

更させていただきたいというふうに考えて

ございます。 

 説明が大変長くなって申しわけないんで

すけれども、今回、景観計画の変更にあわ

せて、地区計画のほうも変更を考えてござ

いますので、参考にご説明させていただい

ていいですか。 

 今、開いていただいておりますこのペー

ジの表面の説明会資料と書いてあります下



第 14 回 墨田区景観審議会 議事録                       平成 29 年１月 13 日 

のほうに５と書いてあるページをおあけく

ださい。 

 これは今までの素案説明会、修正の案の

説明会で配らせていただいたものでござい

ます。 

 景観形成重点地区の指定に伴いまして地

区計画を変更したいということで、今、地

域にご説明してございます。地域区分につ

きましては、地区計画でございますので、

用途地域とあわせて地区エリアは決めてご

ざいまして、①、②、③というエリアにな

ってございます。左ページの下のほうを見

ていただきたいんですけれども、景観計画

の変更に伴う地区計画の変更ということで

ございますが、景観計画変更に関連する主

な項目といたしまして、建築物の用途の制

限と、それから建築物の壁面の位置の制限、

それから壁面後退区域における工作物の設

置の制限、建築物等の形態・意匠等の制限

という項目を変更してまいります。 

 右ページをごらんください。 

 地区計画の主な変更内容でございますが、

まず、建築物の用途の制限ですけれども、

賑わいと潤いのある魅力あるまちを創出す

るために、地域にふさわしい建築物の用途

制限を追加していきたいと考えてございま

す。 

 現在は、風営法において定められた性風

俗関連特殊営業のうち店舗型の性風俗特殊

営業だけを規制しているんですけれども、

今回は赤字で書いてある、以下の用途を制

限対象として追加していきたいと考えてご

ざいます。 

 大きく７項目ございまして、アとして風

営法において定められた、無店舗型だとか

も、ほかの地域で規制していることがござ

いすので、それに合わせさせていただくと

いうことでございます。 

 イとして、カラオケボックス等の騒音等

が発生しやすいものについて用途制限して

いく。 

 ウとして、劇場、映画館、演芸場、観覧

場ということで、大勢の方がいらっしゃる

ものを規制していきたい。 

 それからエとして、音の大きいボウリン

グ場、スケート場、水泳場等を規制してい

きたいと考えております。 

 オとして、マージャン屋、パチンコ屋、

射的場、勝馬投票券発売所とか、場外車券

売場等ですね。錦糸町が近いものですから、

そういったこともあるだろうということで

規制していきたいと思っています。 

 それから、納骨堂等ということで、納骨

堂、それから墓地に関して規制していきた

いと思ってございます。これはちょっと素

案から修正版のときに「等」ということで

修正してございますけれども、納骨堂と墓

地というのはセットだということで、「等」

ということにさせていただいてございます。 

 それからキとして、簡易宿所営業という

ことで、旅館業法に基づく簡易宿所営業を

規制していきたいと考えてございます。 

 それから、２つ目の用途制限でございま

すけれども、現在「①墨104号沿道地区」と

いうのが北斎通り沿道のところなんですけ

れども、北斎通り沿道地区につきましては

「住宅等の用途に限定する規制（立体用途

規制）」というのがございまして、下のほ

うの図を見ていただきたいんですけれども、

現行は５階以上については住宅等の用途に

限定しております。ただ、現在の地区計画

では、１階に賑わいに資する店舗をつくっ
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ていただきたいということで、１階には住

宅はつくってはいけないということで用途

制限しているんですけれども、現在、鉄工

所等の跡地については分譲マンションがつ

くられておりまして、１階から住宅に関連

する用途になっているということで、店舗

がつくられていないということが課題にな

ってございます。 

 そういったこともございまして、１階に

賑わいに資する店舗をつくった場合につい

ては、今までの立体用途規制をしていた５

階以上については、住宅等の用途に限定し

ないということでさせていただきたいとい

うことを考えてございます。 

 裏面をごらんいただきたいと思います。 

 建築物の壁面の位置の制限のところでご

ざいます。景観計画の変更に合わせ、後退

した部分には、緑視効果のある緑化を推進

してほしいだとか、植栽の立上がり、縁石

程度とするということでございます。 

 ３つ目の壁面後退区域における工作物の

設置の制限については、先ほどからお話し

しているとおり、後退部分には工作物は設

置できないときちっと明記し、自動販売機

だとか固定式の駐輪場、門・へい等、門・

へいはもともとなんですけれども、ちょっ

と曖昧であったところを明記しているとい

うことでございます。 

 それから、地区計画で、北斎通りの沿道

には、一定程度の敷地についてはポケット

広場をつくることになってございます。500

平米以上の敷地についてはポケット広場と

いう空間をつくることになってございます。

このしつらえについて表記がきちっとされ

ていなかったので、憩いの空間創出に資す

る工作物等、例えばベンチ等は置いてもい

いよということで、きちっと明記していき

たいと思ってございます。 

 それから、右側の上でございますが、建

築物等の形態・意匠等の制限ということで、

これは先ほど説明してきた墨田区景観計画

にも関連してまいりますけれども、その地

区全体の景観的調和に配慮するということ

です。 

 それから、北斎通り沿道地区ですけれど

も、１階部分の形態・意匠については、先

ほどの景観形成基準にいっぱい書いてござ

いますけれども、内外の活動が相互に望め

るよう、賑わいを創出するようなしつらえ

とするということで、ここは明記するとい

うことでございます。 

 それから３つ目に、屋外広告物を設置す

る場合の形態、色彩、意匠に関する制限を

追加してございまして、地区計画できちっ

と書いて制限し、それを補完するものとし

て先ほどの景観計画のガイドラインを運用

していきたいというふうに考えてございま

す。 

 そういった内容になってございまして、

景観計画、地区計画をあわせてしていくこ

とにより、景観まちづくりを進めていきた

いというふうに考えてございます。 

 大変長くなって申しわけございませんで

した。以上で説明を終わらせていただきま

す。 

＜加藤会長＞ 

 ありがとうございました。 

 ちょっと確認したいことが３つぐらいあ

るんですけれども、まずは地区計画のエリ

アと今回の重点形成地区は、エリアは全く

同じでよろしいんですか。 

＜和田課長（都市計画課長）＞ 
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 範囲は一緒です。一丁目から四丁目で一

緒です。 

＜加藤会長＞ 

 わかりました。 

 それから、これまでの景観計画の中では、

今、重点形成地区にしようとしているとこ

ろの中には、以前から特定区域になってい

たものが、北斎通りだけでしたか。 

＜和田課長（都市計画課長）＞ 

 このＡ３のやつの24ページと書いてある

ところをごらんいただくとわかりやすいん

ですけれども。 

＜加藤会長＞ 

 資料１ですか。 

＜和田課長（都市計画課長）＞ 

 資料１のこの大きいＡ３の24ページでご

説明させていただきます。 

 左ページのところに赤く、大体この範囲

が今回のところで、特定区域の右側のこの

左ページのほうの凡例がありますけれども、

上からいきますと、２のコミュニティ景観

軸というものがかかっていまして、東西に

あるのが北斎通り軸、南北にあるのが大横

川親水公園軸ということで、これが特定区

域になっていたということと、それから、

特定区域の中の凡例６でちょっと紫色にな

っているところがありますけれども、歴

史・文化景観拠点というのがありまして、

それが一部、亀沢の一丁目地区のほうにか

かっておりました。 

 ＪＲのところで区切られているので、下

の白いところは入っていません。また、右

側の都市計画景観拠点の錦糸町周辺地区は

入っておりません。特定区域として、コミ

ュニティ景観軸が２つ、それから歴史・文

化拠点が１つということで、３つの特定区

域がありました。そのほかが一般区域の南

部地域でしたということです。 

＜加藤会長＞ 

 そういうことですね。わかりました。 

 その上にかかるというか、それが含まれ

ていて、今回、重点形成地区にするに当た

って、赤枠を入れたということですね。 

＜和田課長（都市計画課長）＞ 

 はい。 

＜加藤会長＞ 

 それから、すみません、あと３つ目なん

ですけれども、冒頭にご説明いただいた説

明会資料のＡ３判の１枚目の左側の下のほ

うにあるんですけれども、これまで、ご検

討いただいているようなんですが、地元の

方ですね、北斎通りまちづくりの会（亀沢

地区建替え調整協議会）でいろいろ積み重

ねていらしたものが、この今回のルールの

中に盛り込まれるという考え方でよろしい

んですね。 

＜和田課長（都市計画課長）＞ 

 はい。 

＜加藤会長＞ 

 わかりました。ありがとうございます。 

 それでは、ただいまのご説明で何かご質

問、ご意見がありましたらお願いしたいと

思いますけれども、いかがでしょうか。 

 お願いします。 

＜大嶋委員＞ 

 まず、住民説明会資料、これはできれば

事前に配ってもらいたかったなと、それが

ありますね。それがまず１つ。 

 僕、どんどん質問していっていいですか。 

＜加藤会長＞ 

 はい、どうぞ。 

＜大嶋委員＞ 



第 14 回 墨田区景観審議会 議事録                       平成 29 年１月 13 日 

 それから、この意見の中でちょっと気に

なることがある。 

 １ページ目、ご意見・ご質問の、素案説

明会、11月12日、15日開催の、このＮＯ２

の人、「自宅の外壁の色彩が」と書いてあ

りますね。この人はマンションか何かを指

しているの。個人なの。 

＜和田課長（都市計画課長）＞ 

 個人のお家だと。 

＜大嶋委員＞ 

 そんな大きい家。ここに住んでいるエリ

ア、その人たちの小さな家までは、これは

規定は。 

＜和田課長（都市計画課長）＞ 

 今回、規定するんです。 

＜大嶋委員＞ 

 全部しちゃうの。 

＜和田課長（都市計画課長）＞ 

 はい。 

＜大嶋委員＞ 

 ああ、なるほど。じゃ、それは本当に個

人のうち。とういうことは、あそこに住ん

でいる人はみんな建てかえるときに色をど

うしようかというのを悩むということね。 

＜和田課長（都市計画課長）＞ 

 はい。 

＜大嶋委員＞ 

 そうすると、この説明会、人数がここに

書いてありますね。34とか30。これは、こ

のぐらいの人数は妥当な人数なの。たくさ

ん来てくださいと言ったけれども、本当に

一部の興味ある人だけ来たのか、俺はこん

なの該当しねえから行かないんだと言って

いるのか、どうなんですか。 

＜和田課長（都市計画課長）＞ 

 これまで、景観計画の考え方等をワーク

ショップとかしながらやってきているんで

すけれども、それに比べるとたくさん来て

いただいたというのがあります。「亀沢地

区の景観の考え方」を決めるにも、全戸配

布を実はして、これを決めてきた経緯はあ

るんですけれども、何千通と出しています

ので、たくさん来られたらどうしましょう

みたいな感じだったんですが、大体１桁、

２桁の方々が関心が高かったということな

んです。 

 今回やはり、64名の方がいらっしゃった

んですけれども、北斎美術館ができるので、

逆に景観計画を見て、素材だとか、例えば

なまこ壁にしましょうだとか、そういった

デザインコードと言われるんですけれども、

そういったものまで決められるのではない

かという不安があって来られた方が多かっ

たんですけれども。 

 それから、地区計画がかかっていること、

景観計画がここにもかかっているというこ

とをお知りになっていない方も実はいらっ

しゃったんですけれども、さあ、大変とい

うことで来られた方が来ていて、説明した

ら、何だ、早くやってくれよみたいな、そ

ういうような感じで、そういった雰囲気は

ございました。 

 一応、全戸配布２回でご案内をしている

のと、それから資料につきましてはホーム

ページに出させてはいただいているんです

けれども、電話のお問い合わせはほとんど

ないような状況でございます。 

 それから、今後なんですけれども、これ

からパブリック・コメントをしますので、

今までのエキスにつきましては、ニュース

という形で全戸にまた配布していくという

ことです。 
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＜大嶋委員＞ 

 一応、配布は全宅にやったんでしょうけ

れども、やっぱり興味ないと読まないし、

後で自分が、全てが対象だと思わなかった

から、各家庭の皆さんが該当するんですと。

これを決めたら皆さんが影響受けるんです

ということを理解させた上で、いろんな意

見を聞くとか、そうしないと、集まるのが

少数で、そういうことが一つ問題だと思い

ます。 

 どんどん情報を出していかないと、後で

俺はこんなの聞いていないとか、関係ない

と思ったとかいうのは多々あると思うんで

すね。そこは十分やっていただきたいと思

います。これはそれだけの意見です。 

＜和田課長（都市計画課長）＞ 

 現在、地区計画がかかってございまして、

地区計画については、全戸が届け出しなけ

ればならないことになっているんですね。 

 建物を建てかえるだとか、用途変更しま

すとか、建築基準法という法律に入ってこ

なければならないんですけれども、そうい

った場合、届け出しなければならないこと

になっているのと、それから広告物につい

ても届け出しなければならない。ちっちゃ

なものも、１平米以上のものについてはし

なければならない規定になっていまして、

もう平成６年からそれは運用しております。 

 それに加えて、今回、景観の届出が加わ

るというふうにご理解いただければという

ふうに思ってございます。 

＜加藤会長＞ 

 よろしいでしょうか。 

＜大嶋委員＞ 

 はい。それはいいです。 

 じゃ、せっかく細かく説明してくれたか

ら、僕がこれを見て気がついたところが、

きょう何点かありました。 

 まず、資料２のほうの別冊のところの７

ページの一番下のところ、これがリングシ

ャッターとするということでもう限定しま

す。強制ですよね。以前の資料は、リング

シャッター等のということで、リングシャ

ッターでなくてもいいというふうに書いて

あったんですが、そこはもう限定したとい

うのは、これやれと言っていることになる

んですよね。そこまで決めているんですか。 

＜和田課長（都市計画課長）＞ 

 そうしていきたいと考えています。 

＜大嶋委員＞ 

 設置する場合、すると言っているんだか

ら。 

＜加藤会長＞ 

 資料の２についてはそれで、まずそれで

よろしいんですね。 

＜大嶋委員＞ 

 いや、それと、じゃ次に。 

 資料９ページの緑化のところ、沿道の宅

地内は、街路樹を参考にし、季節感のある

植物を植えるよう緑化を考える。ここのと

ころも、前回配られたときも、緑化と別々

に書いてあった。 

＜和田課長（都市計画課長）＞ 

 ９ページ。 

＜大嶋委員＞ 

 ９ページの緑化のところの一番下の四角

のところ。それは別々に書いてありました。

別々に書いてあったということは、全体的

に沿道の宅地内というだけではなくて、全

てのこの北斎通りの沿道のエリアでは季節

感ある植物を植えるように、緑化を考える

ことは別出しにしていたから、全体的にか
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かるんだと思ったんだけど、今回はこれも

限定していますね。 

＜和田課長（都市計画課長）＞ 

 というのは、これは建築物の基準なもの

ですから、建築物を建てかえするときの基

準なので、敷地内しかないだろうというこ

とで。 

＜大嶋委員＞ 

 ああ、そうなの。それはいいんですね。

もうそれだけというなら。ほかはないんで

すね。 

 そこのところはね、ほかのところのエリ

アを見ると、みんなある程度独立した感じ

で書いてあるんですね。 

＜和田課長（都市計画課長）＞ 

 ここは建築物に付随しているものになり

ます。 

＜大嶋委員＞ 

 それならいいです。 

＜加藤会長＞ 

 戻って、７ページのリングシャッターは。 

＜和田課長（都市計画課長）＞ 

 一応、リングシャッターにつきましては、

するということで決定してきたというふう

に考えておりますが、厳しいでしょうか。 

＜直井部長（都市計画部長）＞ 

 ちょっと表現がきつ過ぎると思います。

ほかのところとの整合性を考えますと、例

えば８ページのところで、駐車場が見えな

いようにと書いてあって、これはリングシ

ャッターじゃないわけですよね、普通のシ

ャッターになっていますので、それはケー

ス・バイ・ケースだと思いますので、ちょ

っと表現がこれはきつ過ぎると思いますの

で、そこの表現につきましてはちょっと検

討させていただきたいと思います。 

＜大嶋委員＞ 

 そうね。前のやつはそうじゃなかったか

らね。 

＜直井部長（都市計画部長）＞ 

 ８ページとの整合性もないこともありま

すので。 

＜大嶋委員＞ 

 了解しました。 

 あともう一つ、ここのところで、せっか

くここに書いてあるから。 

 34ページでも、35ページでも、丸がこう

やって書いてありますよね。図のところに

丸が書いてある、丸または二重丸とか。 

＜和田課長（都市計画課長）＞ 

 ああ、はい。 

＜大嶋委員＞ 

 これすごくわかりやすくていいんですけ

れども、そしたら、左をペケを書いていい

のかなという。ペケを書いたほうが、なぜ

かというと、図を見たときに、ああ、これ

は丸じゃないけれども、こっちでもいいの

かなと思っちゃって。左にはペケを書いた

ほうが。 

＜和田課長（都市計画課長）＞ 

 実はこれは、以前の資料にはペケを書い

ていたんですよ。 

＜大嶋委員＞ 

 ああ、本当だ。 

＜和田課長（都市計画課長）＞ 

 それで、ちょっときついかなと考えて。 

＜大嶋委員＞ 

 きつくないです。それはやっちゃいけな

いというふうに。 

＜和田課長（都市計画課長）＞ 

 今あるものを何か否定しちゃ悪いかなと。 

＜大嶋委員＞ 
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 どうしてかというと、ペケを書いていな

いと、これでもいいのかなと思っちゃう。 

＜和田課長（都市計画課長）＞ 

 実はスカイラインを意識したのがあるん

ですけど、やっぱりこういうお宅があるの

で。 

 34ページ上のあたりはちょっと、どーん

というのが実はあるので、それはちょっと

配慮をさせていただいたんですけれども。 

＜大嶋委員＞ 

 気持ちとして、やっぱりきちんとしたほ

うがいいんじゃないかな。 

＜加藤会長＞ 

 既にこういうお宅があるのでということ

ですね。 

＜大嶋委員＞ 

 あるけれども、それを直していくんでし

ょう。 

＜加藤会長＞ 

 そうですけれども。 

＜大嶋委員＞ 

 直させるとは言えないけれども、改築し

たときには直すわけだから。 

＜加藤会長＞ 

 今言ったらちょっと。 

＜大嶋委員＞ 

 それから、一重丸の太さの幅が随分違う

んだけれども、なぜ違っているの。簡単に

言うと35ページで、二重丸と丸の大きさが

違う。普通は多分、二重丸がよくて、一重

丸はまあまあいいよというんだろうけれど

も、これはもう幅を細くしておいたほうが

いいんじゃないですか。 

＜和田課長（都市計画課長）＞ 

 わかりました。丸の太さが、こちらが太

いですね、すみません。 

＜大嶋委員＞ 

 それからあと、さっき、ペケのやつはみ

んな同じなんです。36ページも「Ｓｕｍｉ

ｄａ」でごちゃごちゃ書いてあるのは、や

っぱりペケというふうにしておいたほうが

いいと思いますし、あと照明のところも、

「相応しない例」と書いてあるの、これも

ペケと書いたほうが何となくいいんじゃな

いかなと僕は思いますね。 

＜加藤会長＞ 

 ご意見ということで承っておきます。あ

りがとうございます。 

＜大嶋委員＞ 

 大体以上です。 

＜加藤会長＞ 

 ありがとうございます。 

 ほかはいかがでしょうか。 

 お願いします。 

＜小木曽委員＞ 

 私、２点だけ教えてほしいんですが、今、

会長からもお話ありましたが、いろんな検

討会、地域のまちづくり等で検討されて、

重点地区指定という形になるんですか、こ

ういう提案というのはどこから来るのかな

と。 

 平成25年の景観審議会のときも、きょう

いみじくもこれで、25年版で、亀沢地区と

いう形で出ていますが、そのときも何で亀

沢なのという話が出たと思うんですが、今

はもう北斎館もできて、当然のことなのか

なというふうに思いますが、それは25年か

らの流れなのかなというところもちょっと

聞きたいのと、あともう一点は、非常に細

かいんですが、先ほどお話があった計画の

変更の資料２の私も９ページなんですが、

北斎通りの沿道エリアというところなんで
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すが、上から３番目なんですが、歩行者空

間を確保するために云々というのがあるん

ですが、ここは、北斎通りは非常にほかの

地区と比べて広いというのがあるので、高

木というのがちょっと気になっているんで

すが、環境基準でも、今年切りかわりまし

たけれども、前年の10年間の計画でも高木

化を図るという話なんですが、ここはただ

広いので、逆に私は低木化を図るべきなん

じゃないかなと。例えばツツジだとか、見

ばえのいいものを、やはり目元に見られる

ものを植えたほうがいんじゃないかなとい

うふうにちょっと考えています。 

 環境基準から共創プランにも載っていま

すが、今年度も10年計画に載っていますけ

れども、この地区は逆に低木化を図るべき

なんじゃないかなというふうにちょっと提

案をさせていただいて、どの程度のものか

というのはありますが、ちょっと提案をさ

せていただきたいなというふうに思ってい

ます。 

 以上でございます。 

＜加藤会長＞ 

 ありがとうございます。 

 では、最初に高木・低木の話と、それか

ら戻りまして、今までの地元で動いてきた

流れについてご説明いただけますでしょう

か。 

＜小木曽委員＞ 

 いや、説明じゃなくて、ちょっと質問が

あれだったんですけれども、北斎通りはも

ともと埋設化していますよね、電柱も何も。

電柱というのはもともと、神戸の大震災か

ら避難の妨げになるので、電柱を埋設化し

よう、ケーブルを埋設化しようという運動

が当初、最初だったと思うんですよね。そ

れを、せっかく埋設したのにまた高木を植

えたら何もならないんじゃないかなという

気持ちが私にはあったので、ちょっと質問。 

＜加藤会長＞ 

 高木と電柱は違いますが。 

＜小木曽委員＞ 

 電柱と高木は違うんですが、倒れれば一

緒だなと。 

＜和田課長（都市計画課長）＞ 

 まず、なぜ亀沢地区かということです。

景観計画の中にも景観形成重点地区の今後

の候補地みたいことでも書かせてはいただ

いております。これをつくるときもそうい

う話がありました。 

 あと、地域にこれを説明したときに、北

斎通りまちづくりの会というのがありまし

て、説明をしに行ったときに、まず最初に

言われたのが、先ほど最初のほうにお話し

いたしましたけれども、亀沢一丁目から四

丁目まで地区計画がかかっていて、一つの

エリアとして特徴があるのに、何で景観計

画はこんなにばらばら、軸だとかそういう

のがばらばらになっていて、一体的な地区

の景観特性をきちっと見てつくってないじ

ゃないかというところで、まずお叱りを実

は受けたことがございます。 

 それで、景観の考え方をまとめていきま

しょうみたいな話になって、ガイドライン

検討会をつくらせていただきながらまとめ

ていったということと、それから北斎美術

館が来るのは前々からわかっていて、建設

工事のほうがなかなか着手できなかったと

いうのもあるんですけれども、それで地域

の方々とすると、やはりお店が並んでほし

いというのも前からあったわけなんですけ

れども、お店ができると、やはり先ほど話
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したように、派手な店舗とか広告物が氾濫

しちゃうから、早くルールづくりをしてほ

しいというのがあって、北斎美術館ができ

る前にやるべきじゃなかったんじゃないか

とか、もっと早くできなかったのかという

ことも言われておりまして、開館しちゃっ

ているんですけれども、後追いでやってい

きたいということでございます。 

 それから、先ほどの高木の話ですが、も

ともとの地区計画で壁面線後退を決めてい

るんですけれども、そこは歩行者が回遊で

きる、そういった空間を確保するために、

１階部分の壁面を後退しましょうというこ

とになってございまして、低木を植えてし

まうと、密集してしまうとそこが歩けなく

なったり、空間として、人が歩けるように

ならないということがございまして、それ

で高木というようなことで、あと緑視効果

みたいなところで、高木ということで書か

せていただいております。 

＜小木曽委員＞ 

 ただ、それが環境基準そのものをそのま

ま移行しているだけで、あの地区は本来は

道路も広いし、ほかの京島地区だとか北部

に関連すれば、それは高木地区にせざるを

得ない状況の道路はいっぱいあるわけです

よね。だけど、北斎通りは広いし、歩道も

広いんだから、上を見るよりも、空を広げ

て足元をきれいにしたほうが私はいいと思

うんですが、それは個人の提案ですので。 

＜加藤会長＞ 

 じゃ、アドバイザーの先生から。 

＜村上アドバイザー＞ 

 北斎通りは、１階部分が壁面後退なんで

すね。２階以上は道路に近い位置で高くな

っています。 

＜小木曽委員＞ 

 それは建物でしょう。 

＜村上アドバイザー＞ 

 建物があるので、高木はむしろ上に伸び

ますので、角地とか特殊なところしか植え

られないんですね。だから、ほとんどが低

木になります。ただ、それが芝生とかリュ

ウノヒゲとか地被類が多く、もうちょっと

効果的に植えてほしいという思いぐらいで、

実は高木然とした高木は植えられない、特

殊な場所しか。ですから、そんなに塞ぐと

かにはなりません。 

＜小木曽委員＞ 

 じゃ、今以上に増やそうということでは

ないんですか。 

＜村上アドバイザー＞ 

 そうですね。 

＜小木曽委員＞ 

 なるほど。 

＜和田課長（都市計画課長）＞ 

 最近の傾向として建築計画、大規模な建

物についても、やはり事業者さんは余りお

金を使いたくないので、緑地については低

木がやはり多くて、やっぱりある程度、中

高木というものをつくられないんですよね。 

 そういったところで、中高木を誘導して

いきたいという気持ち、地被類が多いとい

うこともあって、誘導していきたいという

のもあります。あと緑視効果ということで、

敷地内のところに緑を植えるのであれば、

大き目のものを植えてほしいということと、

壁面線後退のところは人が歩くので、高木

じゃないと、人がぶつかったり、歩ける空

間がなくなっちゃうということで、そうい

うことに。 

＜直井部長（都市計画部長）＞ 
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 基本的には高木を植えていただいて、１

階に店舗ができたらそこに入ってもらいた

いわけです。ところが、低木だとかが密集

すると入れないわけですよね。ですから、

そうしてもらいたいという意味で、このよ

うに書かせていただいているというふうに

ご理解ください。 

＜村上アドバイザー＞ 

 つけ加えさせていただくと、亀沢は墨田

区の中で最も緑化率が低くなっています。 

＜小木曽委員＞ 

 低いですね。 

＜村上アドバイザー＞ 

 そんな地区の傾向が見られ、開発ととも

にどんどん減っているという状況が顕著な

んですね。 

＜小木曽委員＞ 

 わかりました。ありがとうございました。 

＜加藤会長＞ 

 ありがとうございます。 

 そのほかいかがでしょうか。 

 せっかくですので、景観アドバイザーの

先生がいらしていますので、この景観の基

準等につきまして、ご意見などありました

らお聞きしたいと思いますが。 

＜吉田アドバイザー＞ 

 質問ですが、資料２の３７ページに広告

の推奨色があります。ここでは派手すぎる

色彩を使わないということは分かりますが、

明度４以上の色彩が推奨色で良いかという

と疑問があります。例えば、少し暗めのこ

げ茶色に白抜き文字の看板は良くないかと

いうことです。黒に白抜きも悪くないと思

います。この絵に出ているような屋上広告

であれば、高いところに暗い色の広告物は

ふさわしくないとは思いますが、建築の低

層部に付く広告では明度が低いものも良い

時があるので、少し調整が必要だと思いま

す。 

＜和田課長（都市計画課長）＞ 

 屋外広告物の推奨色につきましては、３

年ぐらい前に、墨田区の屋外広告物が多い

地域といいますか、押上だとか、錦糸町だ

とか、そういうところの部分を調査したこ

とがございまして、調査した結果で、ただ

やはり派手なものが多くて、どこに推奨色

を設けるかというのがなかなか難しかった

んですけれども、壁面の色彩に合わせてく

ると、壁面の色彩の基準から合わせて、ち

ょっとポイントを少し上げて、緩和したよ

うな形で、この推奨色を設けています。 

＜吉田アドバイザー＞ 

 建築外壁の低層部の明度は下げて、そこ

に広告看板が出てきた時に、いつも明るい

ものが良いかというと、そういうことには

ならないのではないかと思います。彩度は

抑えたほうが良いと思いますが、明度はケ

ース・バイ・ケースだと思います。数値で

コントロールするとこの様々なケースに対

応しきれないこともあるので、少し工夫が

必要です。 

＜和田課長（都市計画課長）＞ 

 壁面が、基本色が４以上でなくてはいけ

ないので、それに合わせたんですね。４以

下ですと強調色になってきてしまうので、

壁面の色に合わせるという理由で、４にい

たしましたということでございます。 

＜直井部長（都市計画部長）＞ 

 ただ、面積的には小さいから、強調色と

いうふうな考え方をとれる場合もあるかも

しれませんね。 

＜吉田アドバイザー＞ 
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 低層部に強調色を使って、その強調色に

合わせることはあると思います。 

＜和田課長（都市計画課長）＞ 

 今先生方からご意見をいただきましたの

で、調整をまたさせていただきたいと思い

ます。 

＜加藤会長＞ 

 じゃ、ご検討いただけるということで。 

＜和田課長（都市計画課長）＞ 

 検討させていただきます。 

＜吉田アドバイザー＞ 

 それから、壁面の基準で東京都の基準は

規模が大きな建築物を対象としていますよ

ね。その規模の大きな方が厳しいというこ

とですね。 

＜和田課長（都市計画課長）＞ 

 そうですね。 

＜吉田アドバイザー＞ 

 この地域は特徴があるのだから、その特

徴を生かす色彩基準があっても良いと思い

ます。彩度の４・６・２という基準は数値

にすると厳しいようにも見えてしまいます

が、一般的な建築物はほとんどこの基準内

に納まっています。この基準は建築物とし

て派手と感じるという色彩を抑える程度の

もので、この範囲では街並みの個性は感じ

られません。住民の方たちはこのことをよ

く理解しているのでしょうか。 

＜和田課長（都市計画課長）＞ 

 これまでやはり景観の考え方というのを

まとめてきたんですけれども、その中でワ

ークショップも吉田先生にやっていただい

たりして、推奨する色の色味を決めていっ

たらどうかというようなお話もいただいて

きました。これが途中経緯ですが、それも

今、加藤先生に見ていただいている中にあ

るんですけれども、なかなか決められなか

ったというのが実はあります。 

 あと今現在できている建物、新しい建物

としては、妹島さんのちょっと無機質な、

２棟ぐらい、北斎通り沿いに１棟と、緑町

公園のところに建って、ちょっと特徴的な

というところもあるんですけれども、なか

なか推奨色を決められないのがありました

ものですから、現在はこの色味にさせてい

ただきたいということを書いています。 

 今後、景観形成重点地区につきましては、

ルールとして、協議会を地域で立ち上げて

もらって、またそれを細かく決めることも

可能ですので、その地域の方々がこういう

ふうに推奨色をしていきたいのよねという

ことであれば、決めていけばいいかなとい

うふうに思っております。 

 ただ、ご承知のとおり、北斎通り沿道は

ほとんど建てかわってしって、もうマンシ

ョンがほとんど建てかわっている中で、な

かなかその推奨色は今のところ厳しいのか

なというふうに墨田区は考えてございます。 

＜吉田アドバイザー＞ 

 最近の色彩基準を見ると、彩度を色相に

よって４・６・２以下にするというのは、

ネガティブチェック的な性格で甘い方の基

準です。東京都でも地区によってもう少し

彩度を絞って厳しくしています。厳しくす

るときは暖色系を中心にして彩度を下げて

いきます。今回の亀沢地区の色彩基準は緩

めの基準だと思います。緩めの基準でもよ

いのですが、アドバイザー会議に掛かるマ

ンション等の色彩で、周辺にある建築物と

雰囲気を変えるために色彩基準の端にある

色を選択して、基準内だから問題はないと

言ってくる事業者もいます。亀沢地区では
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基準内でもこの辺りが推薦色だということ

を明示しても良いと思います。 

＜加藤会長＞ 

 では、今後も含めまして検討していただ

くということでよろしいでしょうか。あり

がとうございます。 

＜吉田アドバイザー＞ 

 説明にならなかったですね。質問になっ

てしまいましたが。 

＜加藤会長＞ 

 吉田先生、よろしいですか。 

＜吉田アドバイザー＞ 

 はい。 

＜加藤会長＞ 

 村上先生、何かございますか。ご意見と

か何か。 

＜村上アドバイザー＞ 

 結構、協議会とか地元の関係は全町会長

が必ず参加しているし、町会の役員もかな

り参加していらっしゃる。そして長い時間

やっていますから、この状況は浸透してい

るというふうに思っていただいたほうがよ

くて、行政よりちょっと先行して、墨田区

に景観計画が出来た際、景観コミュニティ

軸について、最初にクレームをつけたとい

う質問が出て、その辺は思っていらっしゃ

るよりは浸透していまして、逆に色のこと

も、みんな一生懸命考えてみたんですけれ

ども、どうも決められないねというのが正

直なところで、多分まちづくり協議会のほ

うで、もう少しこういう色にしていったら

いいねとか、お祭りのときにはこういう雰

囲気を出そうねとか、そういうことがだん

だん絞られてくるんじゃないかなという雰

囲気があるので、その辺を、課長が言われ

るように尊重していってというふうに、私

もコンサルとしていろいろかかわっており

ますので、そんなふうにやっていきたいと

思っています。 

＜加藤会長＞ 

 ありがとうございます。 

 そのほか何かございますでしょうか。 

＜大嶋委員＞ 

 じゃ、あと２点だけ。 

 最後に説明されたこの紙、一番最後に。

この紙で、ちょっとよくわからなかったの

が、右下に四角の５と書いてある、資料３

です。この中で、右側のところの、５階以

上のところを住宅の用途に限定しないとい

うふうにわざわざ書いているのは、今まで

住宅にしなさいよと言ったのを、下がちゃ

んとにぎわうような、そういうものにすれ

ば、５階以上は住宅しなくてもいいという

のは何か考えがあるんですか。普通は住宅

でいいと思うんだけれども、そこは何が。 

＜和田課長（都市計画課長）＞ 

 どうしてかという話ですけれども、例え

ば会社のビルについては、現在、事務所ビ

ルがつくれない。例えば今、北斎通り沿道

に５階建ての事務所ビルがあれば、５階ま

では事務所が建てられるんですけれども、

３階しかない事務所は、今度、６・７階を

建てるとなると、５階以上は住宅にしなけ

ればならなくなっている規制が実はかかっ

ているんですよ。 

 そうすると、どうしても、事務所として

存立しなくてなってしまうので、外に行か

れてしまうとか、そうすると、分譲マンシ

ョンになると、どうしても多用途のものを

入れたがらない傾向にあって、店舗を入れ

たりしなくなってくるんですね。できれば、

区としては１階に店舗を入れてもらいたい
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ものですから、そうすると、例えば賃貸ア

パートであれば、多分１階には店舗が入っ

たりするんでしょうけれども、分譲マンシ

ョンだと厳しいんですね。あとは事務所の

方々が１階に店舗を入れていただいて上を

事務所にするということもあり得るだろう

ということで、そういったことで、今回は

１階にちゃんときちっとにぎわいに資する

店舗をつくっていただけるのであれば、５

階用途は住宅にしなくてもいいよというよ

うな制限解除をしていきたいと。 

 ですので、別に住宅でもいいんですけれ

ども、１階のにぎわい施設を誘致したいと

いうことを積極的に誘導していきたいと。 

＜大嶋委員＞ 

 住宅じゃないほうが、何かそういう会社

が入ってくれば、一応、収益たくさんなる

からということを考えるとということです

か。 

＜和田課長（都市計画課長）＞ 

 収益よりも１階のにぎわい…… 

＜加藤会長＞ 

 １階のにぎわいを優先したと。 

＜和田課長（都市計画課長）＞ 

 そうです。 

＜大嶋委員＞ 

 にぎわい優先で、それでも、そのまま住

宅にしておけばいいんだから。 

＜和田課長（都市計画課長）＞ 

 住宅でもいいんですけれども、住宅以外

のものもつくれるように、規制と緩和みた

いな形の考え方なんですけれども、１階に

必ず店舗をつくっていただけるのであれば、

上は住宅じゃなくてもいいよというふうに、

規制と緩和をセットでしたいということな

んですけれども。 

＜大嶋委員＞ 

 それのほうが、一般の人はそれを希望す

るわけ。一般というか、ビルのところでは。

よくわからないんだけれども。 

＜村上アドバイザー＞ 

 住宅の用途を優先したので、人口は1.5

倍ぐらいになったんですね。工場跡地がマ

ンションに建てかわって。それで非常に人

口がふえたので、もうそれほど優先的に人

口をふやそうとする必要もちょっとなくな

ってきているという状況が裏にはあるんで

す。 

 もう一つは、逆に、これまで地場産業で

やってこられた事務所が外へ出ちゃう傾向

になったんです。一部上場の会社なんかも

いらしたりして、本店だけ移したりとかそ

ういう状況になってきているということで、

逆に従業員の方がお昼に食事したりとか、

にぎわったりとか、そういうのもなくなっ

てしまったり、それからマンションはほと

んどが店舗がつかないので、にぎわいがす

ごく減ってきているということを、うまく

何とか調整できないかなということで、こ

れまでも事務所ビルとして存在していらし

たところは、そういうふうに上までも用途

を住宅でなくてもいいですよとしつつ、１

階にはにぎわいをつくってもらいますとい

う条件をつけたということです。 

 出ていかれるのがちょっと問題だという

ことも、もともと結構、鉄鋼のまちだった

りしているので。 

＜大嶋委員＞ 

 こういうものがちゃんとあるんですね、

そこの地区には。 

＜村上アドバイザー＞ 

 そう、もう何社か出ていかれてしまって



第 14 回 墨田区景観審議会 議事録                       平成 29 年１月 13 日 

いるので。緩和も、もうここまできたらい

いのではないかと。 

＜大嶋委員＞ 

 あともう一つ。 

 さっき、ここの景観形成重点地区という

のが、今後多分それがふえてくるんだろう

と。エリアで今度やっていくと、多分ふえ

てくるだろうと思うんですよ。今までは単

発の小さな、それをもうちょっと広いエリ

アでやりましょうというのが今回の考えで

すよね。住民の声もあって。 

 もう一つ、このときに、区の指導で展開

というのがあって、今23ページ、初めから

区のほうで押上・業平でこれをやろうとし

ていて、これをずっと言っていながら、急

遽今度はこっちのほうの地区を優先したと

いう、これ区のほうは何やっているんだと

いう気がするんだけれども。 

 それが一つと、それからもう一つ、あと

は今後、我々が議論するとき、今度は多分、

エリアでいろんなものが出てくる、その前

にまちづくり団体の組織がないといけない

んですけれども、そうなっていくのかなと

思うんですが、方向はそれでいいんですね、

エリアで今後はやっていくと。町会単位で、

２町会単位、３町会単位という、町会単位

なんですかね。そういう感じ。 

＜和田課長（都市計画課長）＞ 

 それは別にどこの単位でもいいんですが、

ある程度一定エリアでやはり景観について

考えていただきたいというのと、それから

景観については、向こう三軒両隣でもいい

んですけれども、一応ここにはそういった

ちっちゃな街並み協定みたいなものをつく

って、皆さんでやっていくのもいいですよ

ねという考え方もありまして、景観形成重

点地区は少し大きなエリアというものを墨

田区としては考えていたんですけれども、

景観は小さいところでもできるような形で

一応組み立ててはあるんですが、なかなか

つくったきりで、そういうものが広がって

いないというのが課題ではあります。 

＜大嶋委員＞ 

 じゃ、最初の。 

＜和田課長（都市計画課長）＞ 

 押上の話ですね。 

 実はこの景観計画をつくりましたときに、

東京スカイツリーが計画されるという段階

で、東京のランドマークでもあるんですけ

れども、墨田区でもランドマークになるだ

ろうということで、景観についてきちっと

検討する必要性があるということから始ま

って、実はこの景観計画までつくってきて

いるんです。 

 その際に、タワーがつくられている中の

エリアにつきましては、少しやはり景観に

ついてきちっと考えていきましょうという

ことで、景観形成方針みたいなものはタワ

ーのところでもつくられていたり、それか

ら屋外広告物についても少しルール化をさ

れたりはしているんです。 

 それを受けて、墨田区としても周辺の

35.2ヘクタールに地区計画が実はかかって

いまして、先ほどの24ページの黒く塗られ

ているところなんですけれども、そこを順

次、地区計画をかけているんですけれども、

当初、景観計画を策定したときなんですけ

れども、タワーに上って見る景観とか、タ

ワーから見る景観、それからタワーの３階

か４階ぐらいに広場があるんですけれども、

そこから墨田区を見ていただいたときに、

錦糸町みたいに広告物が氾濫しちゃうよう
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なまちにしたくはないよねということで、

実は北十間川の向こう側については屋外広

告物のルール化をしていきましょうという

ことで、地区計画であわせてやっていこう

というふうに墨田区が入ってやっていたん

ですけれども、余りきちっとしたルールが

できないまま、今終わってきているという

のが実態でございます。 

 ただ、またこれから35.2ヘクタールの地

区計画は北側にもかけていきますので、そ

ういった中で、また少し景観についても考

えていただきたいというふうに思っており

ますし、地区計画の中にもこの景観計画で

やることというふうに書いてございまして、

この中に特定区域があるんですけれども、

書いてございます。 

 そういった事情もあって、最終的にばん

と書き込んでいるんですけれども、おっし

ゃるとおり、進んでいないというのは大変

申しわけないかなというふうに思っており

ます。 

＜加藤会長＞ 

 検討はしていると。 

＜和田課長（都市計画課長）＞ 

 それはまちづくり部門がやってございま

す。 

＜加藤会長＞ 

 ありがとうございます。 

 ほかはいかがでしょうか。 

＜篠崎副会長＞ 

 もう時間も時間なので、形式の話だけで

すけど、資料２は最終的に景観計画の別冊

ということなんですよね。説明いただいた

中で、景観形成と色彩は基準で示していく

んだけれども、屋外広告物はガイドライン

がありますが、これは何か使い分けなど、

どういうふうに考えているのか、ちなみに

住民説明用の資料だと、屋外広告物の景観

形成基準というのが書いてあって、景観計

画の別冊は、既に整備されているのであれ

ば、それは構わないんですが。 

＜和田課長（都市計画課長）＞ 

 景観計画の景観法に基づく計画なんです

けれども、その中でも屋外広告物の方針は

書くべきとなっていまして、この中に実は

入れております。 

 ただ、景観法の中には、景観法のほかに

広告物法という法律がありまして、広告物

法に基づいて、今、屋外広告物の許可とい

うのが東京都の条例、屋外広告物条例とい

うものがありまして、その中にやはりきち

っと規則の中に決めていかないと、許可す

るときにそれを誘導できないということが

実はあるんです。 

 そこまでちょっと今、地域の熟度が上が

っていないということがありまして、今回

は地区計画もかかっているので、地区計画

の届出の際に誘導する基準ということで、

これを必ずやりなさいというものはできな

いんですけれども、誘導していくガイドラ

インという位置づけでやらせていただきた

いというのが今回の趣旨でございます。そ

れでちょっとトーンが下がっているという

ことなんですが。 

＜篠崎副会長＞ 

 ガイドラインは基準よりもトーンが下が

っていると。 

＜和田課長（都市計画課長）＞ 

 はい。基準よりもちょっと下がった形で、

地区計画と合わせ技で、墨田区としては誘

導していきたいということです。 

 本来であるならば、80ページ、81ページ
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で、歴史・文化景観拠点というのは屋外広

告物の制限をきちっと実は決めていて、今

お話ししました物法、それから東京都の屋

外広告物条例の規則に入って、81ページに

あります①の歴史・文化景観拠点（旧安田

庭園）と（旧向島百花園）につきましては、

83ページのエリアで決めている部分につい

ては、東京都の屋外広告物条例の中にこの

文言をびしっと入れていただいて、屋外広

告物の許可の段階で全部基準を満たしてい

ないとだめよというふう言っているんです

けれども、ちょっとここの地域はそこまで

熟度が達していなくて。 

＜篠崎副会長＞ 

 わかりました。そうすると、景観計画の

ほうのＡ３の資料１の25ページのところで、

屋外広告物の上のほうの行に、方針、基準、

色彩基準とあるのは、これは志としてはこ

ういうものを最終的にはつくっていきたい

けれども、今はガイドラインで示したと、

そういうことですね。 

＜加藤会長＞ 

 ありがとうございました。 

 それでは、すみません、時間になってし

まったんですけれども、よろしいでしょう

か。 

 ただいまのは報告事項でございました。

いろいろご意見いただきましてありがとう

ございました。 

 では、本日の議事は終了させていただき

たいと思います。 

 今後の開催予定につきまして、事務局か

らご説明いただけますか。 

＜和田課長（都市計画課長）＞ 

 第15回は、先ほどからお話ししていると

おり亀沢地区の景観形成重点地区指定に伴

う景観計画の変更という案件で審議してい

ただきたいと思ってございます。 

 ３月末ごろ、３月中に１回開かせていた

だきたいと思ってございまして、日程調整

させていただいて、ご連絡差し上げたいと

思っていますので、どうぞよろしくお願い

いたします。 

＜加藤会長＞ 

 ということで、３月末が本番のようです

ので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、これをもちまして第14回墨田

ということで、３月末が本番のようですの

で、よろしくお願い致します。 

それでは、これをもちまして第１４回墨田

区景観審議会を閉会したいと思います。 

 どうもありがとうございました。 


